
成30 度 施策マネ メント ート 29 度実績評価 日

．施策 事業費

．施策 成状況

防火講習会 普通救命講
習会参 者数

宅用火災警報器設置率 各種講習会 通
民 機会あ 理解 や い 容 周知
心 火災発生件数 関 火気設備 取 扱
い ゴミ焼 禁止等 周知徹底 防火 防災意識高
揚 図

想定
理由

人工数 業務量

現状 取 組 延長 目標 成

成果 変わ

宅用火災警報器設置率調査 消防署調査 数値 あ 例 折込チ シ
設置率向 目的 配布 い 火災件数 件数 減少 い 出
火原因 多く 人為的要因 あ 啓発活動 不足 い 推察 各
種講習会 防災 関心 向 前 様多く 参 者 い

消防署調べ

芽室消防団運営事業

民
消防救急体制

対象

成果指標

宅用火災警報器 設置
率

火災出動件数 件

民 生命 産

．施策 方針 成果指標

％

政策

意図

災害 大防止 緊急時 迅 的確
対応 向 備え

施策 方針

度 策定時単 度度

予防意識 醸成 災害 救急時
迅 的確 支援
消防 救急体制 充実 図

施策関 課

消防署調べ

結果

度

主 管 課

説明

度決算

人

成 度 民意識調査 ポイント程度 昇 目標 成 度 ％ 目標
成 度全国調査 全国 均設置率 ． ％ あ 近 火災出動 動向 均値 算出

引 出動件数 件以 目指 間一定程度 参 者増 見込 ， 人以 維持
成 度 ， 件 目標

成果

根
理由

度決算

現状 取 組 延長 目標 成
難 い 現行事業 見直 や新規事
業 企 実施 目標 成 可能

施策 成度 そ 考察

成果指標
設定 考え方

消防署調べ

施策事業費 千

課長

全 心 暮 生活環境 く
施 策

施策番号 基本目標

和 男芽室消防署

快適 全 心 暮 支え く

作成

線

消防 救急 充実

芽室消防施設整備事業

宅用火災警報器設置状況 消防庁調査結果 全国 均 ． ％ 全 均 ． ％ 設置率 報告 芽
室 設置率 ． ％ 前 度 昇 い 全 均比較 い状態 あ 警報器設置 奏 事
例 数多く報告 設置 進 民 全 心 繋 各講習会 イベント 広告等 通 設置
率向 目指 い 火災出動件数 抑制 関 民一人ひ 常 火 用心 心 意識 生活 い
く 必要不可欠 考え施策 反映 く い

芽室消防署活動事業

成果 向

施策 成果向
対 献

度 事
務事業

成 度
成果評価
前 度比較

事務事業全体
振 返 総括

施策 成果向
対 献

度 高 事
務事業

事業 見直 や新規事業 企 実施
目標 成 難 い

施策 成果評価 対 成 度事務事業 総括

成 度
目標値 成
見込



実現

後期実施計 策定時 比較 大 く前進

後期実施計 策定時 比較 前進

※該当 ○印 後期実施計 策定時 比較 変わ い

後期実施計 策定時 比較 後退

．施策 取 巻く状況変 民意見等

．施策 課題認識 現状 課題 新 取 組 べ 課題

．総合計 推進委員会 庁 評価

実現

後期実施計 策定時 比較 大 く前進

後期実施計 策定時 比較 前進

後期実施計 策定時 比較 変わ い

後期実施計 策定時 比較 後退

．総合計 審議会 外部評価

実現

後期実施計 策定時 比較 大 く前進

後期実施計 策定時 比較 前進

後期実施計 策定時 比較 変わ い

後期実施計 策定時 比較 後退

今後 取組
対
意見

● 職員や消防職員 地 聞い 場所 わ い
問題 あ
●一日防災学校 非常 素晴 い取 組 単独

い い

○進捗結果
庁 評価 く前進 い 評価

施策 対
民や議会
意見や

要望 寄
い ？

今後 取組
対
意見

防災担当部署 連携 うえ 取組 推進 い ほ い

評価

施策 方針 実現 対 進捗結果

進捗結果

進捗結果

広域消防事務組合 スタ ト 目 出動計 基 く災害対応 各種災害出動件数 増 伴い 組合
各署 消防力増強 急務 い 各署単 車両数や職員数 大幅 変 無い事 一層仕事効率 各
署間 連携 向 図 広域 メ ット 民 提供 環境 整え ば い 救急出動件数 成
度 件以 記録 う 重複出動 全体 ％ 超え い 重複時 現場到着時間 遅延 民 不利

益 来 懸念 消防団員数 現在 定員 定員数 満 い い 引 入団 進
図 消防団組織 機能充実強 ば い

講習会 参 者 策定時 比べ 高い値 推移 防火
防災意識 高 見

○

施策 取 巻く状
況 今後 予測

評価
○

●課題 火災 救急出動件数 増
高齢 進行 伴い 特 救急出動 増 傾向 あ 成 度 出動件数 件 突破 広域 即時出動 支障
い 重複出動 ケ ス 増 い 現場到着時間 延長 否 い 今後 出動件数 増 予測 い
出動体制 検討 進 ば い

●課題 消防団 連携強
消防団 芽室 所管 運営 開始 消防団第一分団 部制 部制 機構改革 行い 女性消防団員 部 創設 女性
部 イ ス隊 救命講習 講師や独居老人宅 訪問 消防団活動 幅 広 い 心 全 街 消火活動 特
各種講習活動 広報活動 そ 時代 応 柔軟 活動 必要 役場防災担当者 連携強 密接 関 構築
情報 共 関連事業 新 展望 協議 い ば い


